（様式７－１）

企画提案書 

１　日本語教育・活動の取組
（１）指導カリキュラム、指導内容・方法、教材等の開発とその取扱いについて記入願います。
	


（２）児童・生徒の日本語能力及び日本語習熟度を客観的に確認するためのテスト又はチェック方法について記入願います。

	


（３）児童・生徒に合った指導員を配置できることが望ましいが、そのために契約の範囲内でどのような工夫ができると考えるか記入願います。

	


（４）日本語習得は家庭の役割でもあることから、日本語特別指導終了後も保護者とともに児童・生徒が自発的に学ぶ姿勢を養うことが望ましいが、そのために契約の範囲内でどのような工夫ができると考えるか記入願います。

	


